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日本語の談話では沈黙の出現が見られるが，出現する量は多い場合も少ない場合もある。沈

黙の出現が多すぎであったり，まったく出現しなかったりすれば，談話が不自然だと考えられ

る。どの程度が出現したら，自然に感じられるだろうか。従来の研究では沈黙の意味や機能に

ついては行われているが，沈黙の出現の多少または沈黙がどのような統語環境に出現するかに

ついてはまだ解決していない。そこで，本論文では，統語的なアプローチで沈黙の統語環境と

出現傾向，そしてその傾向の中では沈黙がどのような意味・ 機能を持つかを検討することにす

る。また，前者においては，沈黙の世代差および性差も追求することにする。

言語データとしては，日本語母語話者を対象として筆者が収集した談話を使用する。世代差

と性差を明らかにするため， 20代と60代（ 若年層と老年層という対極にある世代） および女性
と男性のデータを収集する。

分析では，統語（ 構文） 的および意味・ 機能的な分析を行う。まず，統語的分析では，沈黙

の統語環境をその「 直前の要素」 と「 直後の要素」 に分け，量的・ 質的な分析をする。そして，

「 直前の要素」 と「 直後の要素」 は「 最大投射（ maximal projection）」 という概念を用いて規定
する。沈黙の統語環境を明らかにするため，言語単位（ 文，節，句，単語） と品詞に基づき，

沈黙を分析する。また，ここでは世代差および性差も観察する。

結果としては，沈黙の統語環境を明らかにし，沈黙（ 性差，世代差に関わらず） が文または

文らしいものの間に出現しやすい傾向にあることが判明した。また，量的な観察からは，沈黙

の直前の要素または直後の要素により，性差や世代差が見られることが分かった。具体的には

以下の通りである。

1. 沈黙の直前の要素
a. 世代の特徴：

・ 20代： 単語レベルでは「 副詞」，句レベルでは「 感動詞類＋終助詞」，
節レベルでは「 C類」 の直後に現れやすい。

・ 60 代： 単語レベルでは「 名詞」「 接続詞」，句レベルでは「 名詞＋副助詞」，
文レベルでは「 文⤴」 の直後に現れやすい。

b. 性差の特徴：
・ 男性： 文レベルでは「 文」「 文⤴」 の直後に現れやすい。
・ 女性： 句レベルでは「 感動詞類＋終助詞」 の直後に現れやすい。

2. 沈黙の直後の要素
a. 世代の特徴：

・ 20 代： 単語レベルでは「 接続詞」，句レベルでは「 感動詞類＋終助詞」 の直
前に現れやすい。

・ 60代： 単語レベルでは「 名詞」，句レベルでは「 名詞＋格助詞」「 名詞＋副助
詞」 の直前に現れやすい。

b. 性差の特徴：
・男性：句レベルでは「 名詞＋格助詞」「 感動詞類＋終助詞」の直前に現れやすい。

・ 女性： 単語レベルでは「 形容詞」，句レベルでは「 名詞＋副助詞」 の直前に現

れやすい。

さらに，質的な観察からは，世代差・ 性差において統語環境が包含関係にあるということが

判明した。以下で述べる。
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○1 20代の統語環境は60代のそれを包含している。
○2 20代と 60代に共通する統語環境は，文らしい要素である。
○3文らしくない要素であればあるほど， 20代にしか現れない。
○4直前の要素では，20代では男性の統語環境は女性のそれを包含しているが，直後の要素
では， 20代では女性の統語環境は男性のそれを包含している。 60代では，直前の要素で
は20代のような傾向が見られないが，直後の要素では20代のような傾向が見られる。

以上のことから，統語的には，沈黙は接続詞と非常に類似した性質を持っていることが明ら

かになった。しかし，どの程度の類似性を持っているかについては，別のアプローチを試みる

必要がある。そこで，次に意味・ 機能的分析を行う。

ここでは，接続詞が持っている意味・機能的な性質を，沈黙が持っているかどうかについて，

談話データを観察しつつ分析した。その結果，沈黙は順接的な推論（ 順接，添加・ 累加，換言・

説明） という意味関係を表すことが分かった。即ち，沈黙は接続詞の一部の意味関係しか表し

ていない，という結論になった。






